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１．背景、目的

近年、環境問題に対する認識が世界的に広まってきている。国際的には、京都議定書の発効によるCO2の削減、国内では循環型社会促進法などが整備され、大量生産・大量消費の時代から環境問題を意識した、循環可能な社会への移行が進んでいる。

また、つくば市の地域的な問題として、常々言われてきた霞ヶ浦の水質汚濁問題があり、この汚濁の主な原因としては、田畑で使用される化学肥料の影響が挙げられる。これは、農業県である茨城県特有の課題でもある。
今回我々は、つくば市における循環可能な社会モデルを考えた時に、ごみ処理や排ガス問題などアウトプットの改善ではなく、消費するというインプットの点に新たに改善できるものはないかと着目した。

ここで我々は、フードマイレージという言葉をヒントに、食の地産地消を促進することが、環境負荷を軽減するということに気がついた。地場野菜の普及という観点に立って循環可能な社会モデルの一つのサイクルとしての機能を、より効果的にできたらよいと考える。

２．仮説
「野菜の地産地消を促進することにより、

　　　　　　　　環境負荷が抑制される」
地元の野菜を地元で消費することは、他の地域で生産された野菜を消費する場合に比べ輸送コストが抑えられ、さらに輸送によって排出されるCO2が削減される。また、地産地消を基本とする循環モデルを作ることにより、生産された野菜を消費することで出る生ごみを地元で堆肥にし、生産者へと還元する。これにより化学肥料の占める割合が減り、霞ヶ浦の水質に代表される環境問題は抑制される。（図１）
　

３．問題提起
　地産地消は現時点でどの程度広まっているのだろうか。広まっていないならば、何が問題となっているのだろうか。また、さらに広めるためにはどうすればよいだろうか。

　ヒアリング調査、アンケート調査や先行研究の調査などを行い、現状を把握した上で地場野菜の消費を促進する方法を探っていく。
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図１：つくば型循環システム
４．提案

地場野菜の消費を促進するために以下の５つの方法を考えた。
1) 朝市の活性化

現在つくば市内にある朝市を市内全域に普及させる。農家の直接販売であるため、低価格で安心な商品を消費者は購入できる。
2) つくば産野菜のブランド化

つくば市で生産される野菜の中で、新しい品種を生産するなど、何らかの形でブランド価値を付加し、知名度をあげ消費を促進させる。

3) 学校給食での地場野菜の使用
学校給食で地元の野菜を知ってもらい、そのおいしさを子どもたちから発信してもらう。消費の規模が大きいので地産地消への貢献度は大きく、輸送費なども抑えられることなどが期待される。
4) 既存認証システムの活用
茨城県に認定された野菜のうち、つくば産野菜にはさらにつくば市推奨のシールを貼るというつくば市独自の野菜の認証システムが存在する。(図2及び図3)

また、持続性の高い農業生産方式の導入計画を作っている農家に対し茨城県が認証を与えるシステムも存在する。(図4)

これらのシステムを活用して地場野菜の消費を促進する方法を考える。
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図2：茨城県認定特別栽培農産物
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図3： つくば市認定特別栽培農産物
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　　　　図4：茨城県認定エコファーマー
5) 新認証システムの導入

現在ある認証システムのほかに新しく認証システムを作る。新しいシステムでは地場野菜を購入する消費者に対して何らかのメリットを与えるように工夫する。

５．調査概要
１）調査目的（つくば市における地産地消の現状把握）
地産地消が現時点でどの程度広まっているのか、また地産地消にかかわる生産者・販売者・消費者・行政に対してそれぞれがどのような意識をもっているのかをアンケート及びヒアリングで調査する事にした。
２）ヒアリング調査

1 朝市出店者(つくば市竹園地区)
－顔の見える距離で販売を行っている生産者

目的：地場野菜を扱う農家の人の認識を知る
2 JAつくば市営農指導課
－地元の農産物を束ねる母体
目的：農協による地場野菜の取り扱い現状把握
3 つくば市役所農業課

－つくば市の農業運営母体

 　目的：行政の地場野菜に対する認識・意識の把握
4 つくば市役所学校給食課
－行政の取り組む食のモデル
　 目的：行政モデルによる地場野菜の消費現状把握

5 THE GARDEN筑波西武店
－市場消費モデル(高級・ブランド派)

目的：地場野菜の取り扱い状況、売り場・販売者の地場野菜に対する考えの把握、現在の認証制度の効果把握
3） 消費者アンケート調査

－市場消費モデル(大量販売店)
目的：消費者の地場野菜に関する認識、消費者の地場野菜に対する考えの把握、現在の認証制度の効果把握
調査方法：スーパーや直売所の買い物客に対して、店頭での出口調査

調査場所・日時：カスミテクノパーク桜店・学園店(５月１８日）JAつくば市桜農産物直売所(５月２１日)

６．調査結果
1) ヒアリング調査結果

ヒアリング調査の結果を以下にまとめた。
①朝市出店者(つくば市竹園地区)　　５月１日(日)

· 現在、竹園地区で週2回(水、日)朝市を開催

· 規模は以前に比べ縮小(現在は1名の農家の方が出店)
· スーパーなどに比べ、低価格

· 時期によるがおよそ10種類程度の野菜を販売

· その時期につくば市で作れない野菜は他県から仕入れ、販売
· 朝市で売れ残った商品は直売所で販売
· 生産量を増やして、スーパーなどにおろす意思はなし

②JAつくば市営農指導課　　５月６日(金)

・安全性の管理の徹底（農薬散布等、生産していく上での過程記録を提示）
・食品の安全性に対する消費者の関心の高まり

→農家の野菜の低農薬化への取り組みの広まり
・以前は多くの農家が農協に卸して販売

→近年は農協を通さずにより利益の上がる市場へ出荷する農家が出現
・JAの定めた基準に合格した野菜に対して茨城県から認可を得て、認証シールを貼って出荷
・地場野菜のブランド化につながる新たな認証システムを設ける動きは今のところない































































































































③つくば市役所学校給食課(豊里庁舎)　 ５月６日(金)

・給食に使える予算は限られている

→複数の業者の中から一番安い値段で提供する業者を選択
・上記のような状況のため、地元の野菜を使うという意識はあるが、まずは安い野菜を優先
④つくば市役所農業課(大穂庁舎)　　５月１８日(水)

・つくば市は平成17年3月農業特区(※)に指定され、秋からは全国展開される予定

・農業特区の目的

－規制緩和による地域の活性化

－遊休地の有効利用

－後継者不足の解消

－引退した農業者の雇用

－大規模農業　

・つくば市では農業者のサポートを実施（無利子で資金の援助や、土地の紹介、相談をうけるなど）

→５年後までに年収１千万円を超える認定農業者を育てる予定(現在１０９の個人農業者１８の企業を育成)
・茨城県が認定した野菜に、更に市独自の認証シールを貼付
・地場野菜普及のため現在一部の小中学校で地場野菜の給食を試行
・環境問題の取り組み：使用済みビニールハウスを年間100ｔ回収、再利用
・つくばエクスプレスの開業による農業への影響

－近郊農業の拡大

－観光農業の発展

－体験農作業

－都市型農業化（グリーンツーリズム）
－土地買収による農地の減少
 (※) 農業特区：地方公共団体及び農地保有合理化法人による農地または採草放牧地の特定法人への貸し付け事業を許可された地域

⑤THE GARDEN筑波西武店　　５月１８日(水)

・一般のス－パーよりも高品質、新鮮、品揃えの豊富さを意識して商品を管理。

・地場野菜は野菜売り場の５～１０％程度を占めているがバラエティに欠けていることが問題

・野菜全般は、主に関東圏内の市場から仕入れている

・地場野菜は前日の夕方収穫されたものをJAつくば市から当日の朝仕入れている

・地場野菜の他にも特別農産物、有機農産物を販売
・認証シールが付いている商品はどうしても一般の野菜に比べ高価→売上は少ない

２）カスミ及びＪＡ直売所の利用客へのアンケート調査結果　

　アンケートの結果を集計し、以下の４つのグラフを作成した。　
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図５　野菜購入時に最も重要視する点
図５からわかるように消費者が求めている要素は鮮度・価格・安心である。　
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図６では地場野菜は消費者に広く知られていることがわかる。
また、図７より、多くの消費者に地場野菜は消費されているという結果がでた。                  

しかし、図８で示されるように　　　図６ 地場野菜コーナー
認証システムの認知度は非常に低い。　　　を知っているか
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また、グラフでは示されてはいないがJA直売所において地場野菜の認知度は100％で消費者は地場野菜を求め、購入しに来ていることが分かる。
                             　　図７　地場野菜コーナーで野菜を購入した事があるか
[image: image8.bmp]
　　　　　　　　　　　　　　　　　図８　認証シ－ルを知っているか
2) いばらき農業元気アップネットワーク公開勉強会　　

５月１４日(土)
〈つくばモデルの新型食品リサイクルシステムの導入について〉
―NPO法人日本オーガニックネットワークの提案する食品残渣(いわゆる生ごみ)のリサイクルシステムは、循環型社会促進法に基づき、循環可能な社会構想を実現するためのものである。（平成16年12月現在で78社の搬出事業所が加入）

―つくば市農業特区の活用＝「万葉の里つくばあぐり特区」についてであるが、現在つくば市内から三社ほど申請中。他県からも要請を狙っている。
７．考察
現段階までの調査結果より、以下の４つの点がつくば市における地産地消を巡る現状の問題であると考えられた。
1）行政・消費者・生産者･販売者の四者間での野菜に対する意識の差
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アンケート結果から消費者は鮮度や安全性を野菜購入に関して優先することが分かった。しかし、農家の方によれば、農薬をできる限り使わずに、多少見た目としては劣った物が本当は安全であるのに、見た目が悪い商品は売れないという話だった。つまり消費者は、見た目の判断に頼って野菜を購入していることが分かる。消費者と生産者のこの差が一番の問題である。
２）地場野菜の現状

アンケート調査によると消費者の地場野菜に対する認知度は高く、消費者の大半が購入したことがあるという回答を得た。しかしながら、スーパーでも全品目の５～10％程度しか取り扱っていないため、バラエティさにかける点が問題である。スーパーにとってもこの問題を今後どのようにして改善していくかが課題である。
３）現行の認証システムの改善・新認証システムの可能性

アンケート調査結果では、消費者の認証システムについての認知度は低いという結果だった。すなわち、認証は消費者が野菜購入に際しての判断基準にはなっていないのである。考えられる理由として、現在様々な流通ルートがあり、統一された認証システムがないため全ての野菜が同じ審査を受けている訳ではない。そのため「現行の認証システムが信頼性を持たない」と考えられる。しかし、認証システムの存在を知らない消費者から、認証を理解すれば購入時の判断基準になるとの答えも多くあった。この結果から現行の認証システムの改善、または新しい認証システムの導入は効果が期待できると予想されるが、新認証システムを作る場合、それがどのくらいの規模で可能なのか、現実的に消費者にとって絶対的なものになるのかなど疑問点も多い。

４）農業特区の活用

今回ヒアリング調査で分かった農業特区の活用案も考える必要がある。前例がないため、先行研究を調べることはできない。しかし農業特区によって現在の地場野菜のバラエティさに欠けるという欠点を補うことができれば、地産地消の普及を促進できると我々は考える。
今後、特区を利用した農業の経営が実際に成り立つのか、参入する法人が考える農業特区の利用法、大型スーパーなどの特区についての考え、といったことを調査していく必要がある。

８．今後の調査予定

　以下の２つの方向から、今後の調査と分析を進めていく。
1) 農業特区

農業特区についての調査を引き続き行う。その有用性を地場
野菜の普及にうまくつなげて行けないかという観点に立って
その可能性を探って行く。
2) 認証システム

認証システムの活用方法・有効性を調査するために、今後も消費者の考え、行政の考えを結びつけて調査して行く。
具体的には以下の事を行う。
· 農業特区申請法人である、(有)農業法人みずほ へのヒアリング調査、農業特区の活用方法の調査
· いばらき農業元気アップネットワークの勉強会に引き続き参加し、行政側が意図する農業特区の活用方法についての調査
· 消費者に対してより細かな質問のアンケート
· 市役所に対して認証の現状とその認知拡大を図るような方法についてヒアリング調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９. 参考文献・参考ホームページ
・中国四国農政局　平成１３年度中国四国食料・農業・農村情勢報告特集編

 HYPERLINK "http://www.chushi.maff.go.jp/" 
http://www.chushi.maff.go.jp/
・いばらき環境にやさしい農業

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/nourin/nosan/kankyo/index.htm
・流通研究所　http://www.ryutsu-kenkyusho.co.jp
・中田哲也　「フードマイレージ」の試算について　

http://www.primaff.affrc.go.jp/seika/kankou/primaffreview/2/primaffreview2001-2-7.pdf
・JAつくば市HP　http://www.ja-tukuba.jp/
・つくば市役所HP　http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/
・朝日新聞(2005/3/7)　フードマイレージについて
・毎日新聞(2005/5/11)　霞ヶ浦浄化活動について
『地場野菜の普及による環境負荷の軽減』
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